










































との比較から，短距離斥力に加えて (TMTTFhXでは同が， (TMTSFhXでは V1とらが有効
であることが分かった.以上の事から，磁化率の温度依存性，電荷秩序，SDW.CDW共存，f波
TS発現機構が「一次元ゆらぎと長距離斥力jという観点で統一的に理解できることが分かった.
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